
令和 8 年 4 月 15 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

・本の数は多く、選択肢が有るのか好評であった。反面、作品名.作者名等で分類されていれば尚良い。との声があった。
出品数、種別も好評であったと感じた。(60代 男性 Ｔさん)

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 合同会社LTF 事業所番号 110403458

・お客様と対面でお話しでき「あの本あるの?」「次はいつするの?」とか、「どう仕入れてるの?」など、応答のやり取り
が勉強できた。どう陳列したらいいのか?どうすれば見易くなるか?どうすれば売り上げが伸びるのか?山積みの課題だがや
りがいがある。(40代 男性 Hさん)

住 所 北海道札幌市北区北16条西5丁目1-22
KWビル壱番館6F

管理者名 藤田大輔

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 011-867-0709 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） Youth＋ポプラ（札幌市ポプラ若者活動センター）森口様

:白石区複合庁舎 地下2階 まちづくりイベント広場

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

:バザーでの古本販売.接客.無料回収と依頼受付.会社紹介

活動場所

実施日程 : 各月3日間

利用者数等 : 各月15名程度

今後の連携強化に向けた課題

バザー開催時の会場の様子

バザー開催時の陳列の様子

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

利用者にとってのメリット

:活動を通じ、コミュニケーション等、社会性のスキル向上を目指す。

:スキル向上により自信を持つことができ、一般就労へのステップとなる。

実施した結果

利用者からの意見・評価
参加した利用者からの意見・評価

:主体性を持ち、活動を進める事が出来た。

得られた成果

:利用者自身が課題を見付け、改善点を考える事が出来た。

課題点:さらに主体的に活動を進めていく必要がある。

連携した結果に対する意見または評価

イベント広場のにぎわい促進に貢献いただきありがとうございます。また、準備、後片付けも施設や備品を綺麗にご利用いただき感謝しております。

当日会場に並べられる本がどのような過程を経て次の持ち主に渡るのか、丁寧に聞き取りしまちづくりイベント広場ホームページでの活動報告
ブログに反映させていければと思いました。

連続して開催いただけたことで、イベント広場へ滞留する市民が増えたように思います。

様式２


